
１．利用支援員の能力向上
12条課題：研究員の計測技術開発能力の向上、新規分野開拓の機会
GIGNO/SOLATUS/TAKUMIプロジェクト：競争的選抜プロジェクトによる若手リーダーシップの涵養、キャリア形成
大学院連携：学生指導、ユーザー支援、データ解析指導の技能向上

２．外部若手研究者の育成支援
萌芽的研究支援課題：大学院生の研究者としての自立利用促進プログラム。

（2005年～：47機関、339課題、延べ2,599名、全利用者の3.6% ）
Cheiron School: 放射光科学アジアオセアニアフォーラムの国際スクールにおける講義・実習指導

（2007年～毎年開催、中国,台湾,韓国,タイ,インド,オーストラリア,シンガポール,
マレーシア,ベトナム,ニュージーランドの学生 計約450人指導）

大学院連携： リーディング大学院（兵庫県立大学、大阪大学）、
東北大学、東京大学、神戸大学、岡山大学、関西学院大学、横浜市大、等

３．産業界の放射光活用支援
実地研修会・講習会：産業界ユーザーの支援
コーディネーター制度：産業利用相談・指導
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年間約800報の論文を輩出

主な成果 ～定量データ 論文数～



Citati
on
Score
※1

Journal 
Name

Title Author Published
Year

BL for the 
Paper

1 3,668 Science Crystal Structure of 
Rhodopsin: A G Protein-
Coupled Receptor

Palczewski
et al.,

2000 BL45XU

2 1,223 Nature Crystal Structure of the 
Calcium Pump of 
Sarcoplasmic Reticulum 
at 2.6 Å Resolution

Toyoshima 
et al.,

2000 BL41XU

3 874 Physical 
Review
Letters

Evidence for a Narrow S 
= +1 Baryon Resonance 
in 
Photoproduction from 
the Neutron

Nakano et 
al.,

2003 BL33LEP

4 763 ※2 Crystal Structure of 
Oxygen-Evolving 
Photosystem II from 
Thermosynechococcus
vulcanus at 3.7-Å
Resolution

Kamiya et 
al.,

2003 BL45XU

5 743 Nature Highly Controlled 
Acetylene 
Accommodation in a 
Metal Organic 
Microporous Material

Matsuda et 
al.,

2005 BL02B2

SPring-8におけるCitation Score Top 5 世界に誇るSPring-8の成果

※1, On 17th Apr. ’14, at Web of Science
※2, Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America

HAXPES開発で世界を先導

コヒーレント放射光による可視化技術の開発

放射光ナノアプリケーションの創生

細野秀雄（東工大）ら
In-Ga-Zn-O(IGZO)のモビリティを抑制
するサブピークの発見、省電力ディス
プレイの実用化へ

Appl. Phys. Lett. 93(2008)→Citation Score _134

西野吉則（理研）ら

ヒト染色体内部の軸状構造を世界で初
めて観察。構造観察手法のスタンダー
ドへ

Phys. Rev. Lett. 102(2009)→Citation Score_ 94

山内和人（阪大）、石川哲也（理研）ら
超平滑X線ミラーを開発、世界で最も小さな
X線ビーム（7 nm集光)を実現 Osaka Mirror

Nature Physics 6(2010)→Citation Score _122

光合成の謎を解明

沈建仁（岡山大）、神谷信夫（大阪市大）ら

光合成の中核をもたらすタンパク質複合体
（PSⅡ）の構造を解析し、光合成により酸素
を発生させる反応機構を解明

Nature (2011)→Citation Score _636

主な成果 ～定量データ 主な成果の被引用数～
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国公立研究機関等

大学等教育機関

産業界

産業界の割合

トライアルユース
(H14除く）

戦略活用プログラ
ム

※所属機関分類
●大学等教育機関 ： 国公立大学、私立大学、高等専門学校等 ●国公立研究機関等 ： 独立行政法人、大学等共同研究機関、公益法人、特殊法人等
●産業界 ： 民間企業（海外企業の日本法人を含む） ●海外 ： 海外の全ての機関・法人等

主な成果 ～定量データ 所属機関分類～



2011.12.26 日本経済新聞(11面,科学技術)

主な成果 ～サイエンス誌

Nishino et al.
The EMBO Journal (2012) 

31, 1644-1653.

生命の設計図DNAは
規則正しく束ねられていなかった

生命の設計図DNAは
規則正しく束ねられていなかった

地球のマントルは化学組成の
異なる2層構造だった

地球のマントルは化学組成の
異なる2層構造だった

M.Murakami, et al.,Nature 485, 90-94 (2012)

主な成果 ～SPring-8が覆した2つの定説～
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ディスプレイディスプレイ

繊 維繊 維
ゴ ムゴ ム

燃料電池燃料電池

二次電池二次電池

海洋深層水海洋深層水

ヘアケア用品ヘアケア用品

鋼 材鋼 材

排ガス触媒排ガス触媒

半導体半導体

記録媒体記録媒体

特定保健用食品特定保健用食品

医薬品医薬品

主な成果 ～産業利用の世界先導モデル～


	参考資料1-3 「SPring-8 これまでの取組について」

